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　夏学には、たくさんの “出会い” が詰まって
います。
　夏学は、知らなかった科学のことや技術のこ
とについて学ぶことはもちろん、全国の理系を
志す人や先輩後輩、科学をお仕事としている
大人に出会えます。そして実際にお話をして、
その人の考え方に触れることができます。3 日
間、いろいろな人、様々な科学に出会い、たく
さん刺激を受けました。自分の夢や進路につい
てたくさん考えました。そして、みんなの将来
について発表しあいましたね。同年代のみんな
の考えやお話を聞いて、どんなことを思いまし
たか？夏学が、自分の将来を思い描くきっかけ
になっていれば嬉しいです。
　夏学で皆さんが考えたこと、感じたことや自
分の夢を是非、まわりのみんなにもお話してみ
てください。遠くない将来に、リケジョとして活
躍する皆さんの姿が見られることを楽しみにし
ています！

2018夏学学生企画委員長　　　　　
慶應義塾大学　学部 4 年　小暮純子～科学・技術・人との出会い～
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友達のキャリアプランを聞いて、
学校や塾で学ぶこととはまた
別の刺激がありました。

キャリア講演

開校式

実験・実習
サイエンス
アドベンチャーⅠ

ポスター展示・キャリア相談
サイエンスアドベンチャーⅡ

Gateway

交流会
キャリアプランニング

キャリアプランニング
ポスター発表会全員がサイエンスアンバサダーに！

科学の魅力をどんどん発信していこう！

サイエンスアンバサダー
任命式

グループ賞や、協賛グッズを
たくさんもらいました♪

表彰式

1日目２日目

3日目
ミニ科学者になろう！

各分野の先輩に、
どんどん進路相談をしよう！

〇〇年後の自分は何をしているかな？
タイムラインを作ろう！

みんなで食べると
美味しいね♪
普段では出会えないような
友達もできました。

3日間ありがとう！また
会おうね♪

サイエンスバトル

多種多様な科学技術の魅力に触れました。

力を合わせてゲームをクリア！
班メンバーとの親交を深めました。

女性研究者、技術者の
理系キャリアをたどろう！

先輩のタイムラインを
書いてみました。

リケ情熱大陸

これから3日間、
よろしくね♪
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GSTEM-CCP パンフレットは
こちらからご覧ください。

http://natsugaku.jp/download/npo_pamphlet/
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　現代社会は「境界なき社会」と言われて久しく、過去の成功例や常識が必ずしも通用しない時
代にもなって来ています。こうした社会背景の中で、AI などにはできない批判的思考や幅広い視
野に基づいた思考ができる人材の必要性が、ますます高まっていることにもはや疑いの余地はあ
りません。このような時代に生きていかなければならない女子中高生のみなさんにとってこそ、
夏学が提供する様々な体験や仲間との出会いは、既成概念にとらわれずに、将来においても常に
新しい発想を生み出し続けていくための源泉になるのではないかと思います。来る新時代に対応
するため、これまで 14 年続いてきた夏学自身も昨年から大きく変化しました。みなさんも一緒
に自分自身の新時代を切り開きましょう！

女子中高生夏の学校2019 実行委員長　植松崇之（日本分子生物学会／北里大学）

夏学 2 0 1 8 参 加者の声

次年度に向けたご案内　夏学新時代

キャリア講演 リケ情熱大陸

サイエンスバトル サイエンスアドベンチャー

Gate Way

キャリアプランニング

キャリアプランニングポスター発表

表彰式

全体の感想

・Kさん(高2)
私は普段班長などをやるタイプじゃなかったので、夏学で班長をやれて初めてあった人とも親睦を深められ
たことが自信になった。そして、その親睦は今でもSNSで繋がっている。絶滅危惧種の動物を救うために
は、たくさんの仕事の種類があることを知れた。自分のやりたいことが動物関連だけれど動物の研究では
ないことに気付けた。夏学に行ったことで将来の夢が具体的になった。また、勉強の仕方も多く学べた。
・Sさん(高1)
夏学に行ったことで理系に進みたいという希望が強くなり、苦手な数学を頑張っていこうと思ったことや、
コミュニケーション力の大切さを学んだこと、理系に全然知らない職業がまだまだあって可能性を感じたこ
となどを力説しました。(自然に力が入っちゃいました) 秋田に帰ってすぐ、夏休みの数学の宿題でわからなか
ったところを、先生に付き合ってもらい解決しました。これも夏学で数学が苦手だからといって夢や希望を諦め

夏学での体験を地元で発信、サイエンスアンバサダー！

る理由にはならないと感じ、気持ちが変わったことから来ていると思います。
・Wさん(中3)
高校受験に向けて、進路に悩んでいたけれど、夏学に参加したことで理系のイメージをある程度固めることができたこと、色々な
仲間と出会えて刺激になったことを、私の言葉で精一杯伝えました。
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・楽しい人生は、自分で楽しんで
るからそうなったって分かった。
・正直、自分の今の将来の夢
は莫大で、それをこなしながら
だと家庭を持つことは諦めな
ければならないかと思ってい
た。しかし、お話を聞いて何か
方法はあるのではないかと思
い、とても嬉しかった。
・「もし社会の道が邪魔だった
ら自分で提案すれば良い」と
いう言葉が印象に残りました。
わたしも、将来生きづらいなぁ
と思うことがあったら自ら行動
して生きやすい人生にしたい
です。

・班の子と話し合って考えるの
が楽しかったです。自分の考え
ないようなことに気づいてるの
が凄いなと思いました。
・タイムラインを作ったことで、そ
の人がどんな人生を歩んだのか
よく分かりました。

・世界は色々なジャンルで溢れ
てるとわかり感動した。
・理系の農学部や理学部など
の区切られた中にもたくさん
の分野があって、「～になりた
いから理系に進む」という明
確な理由がなくてもその分野
から色々な職業に繋がってい
るから、自分のやりたい事をや
るべきだなと強く感じた。
・本で読んだことの内容を直
接聞くことができたのがとても
良かった。

・みんなと非常に楽しんででき
たことがとても良かった。他の
お友達の尊敬する部分がたくさ
ん見つかった。
・難しい問題がたくさんあったけ
ど、これがきっかけで班の人とち
ゃんと喋れるようになったと思う。

・全部の班の人たちがきらきら
した顔で本当に充実してたん
だと思いました。
・やりきった満足感・達成感と、
終わってしまうことへの喪失感
が入り混じっていた。
・TAの先輩が決めた賞の名前
に愛がこもってた

・自分の夢を少しずつ理解する
ことができて良かった。
・将来の夢は考えたことあった
けど、計画表みたいなものはな
かったので新鮮だった。
・皆それぞれの進みたい道から
しっかり逆算して考えていたり、
自分とは違った道を見ている子
の話は何を聞いても楽しかった
し、正直言うと時間が足りない
くらいでした！！全員分見たいと
思うくらい良い体験でした。

・今までモヤモヤしていた部分
を全て解決できた。あとは自
分次第。
・相談したときに、心が軽くな
るような言葉をかけていただ
いて嬉しかった。
・密かに思っていた野望？を口
に出して相談したら、実現するイ
メージができました。

・自分のことを相手に伝えること
の難しさを実感して、もっと伝え
たいと思いました。
・自分だけでなく他の人の夢も
知ることができ、一緒に頑張る
仲間がいることを実感できた
・様々な先生方に多方面から
アドバイスをもらえて、また、お
友達に応援してもらい励みに
なった。

・来年はTAとして参加したいです。

・将来の夢はあったけど、夏
学を通して、今決めるのはも
ったいないと感じた。これか
らは科学について知ること
が大切だと思う。

・自分が心の中で密かに
諦めていたことが実現でき
るかも知れないっていうこ
とがわかって本当に良か
ったです。

・自分の分野の話になると皆
さん目を輝かせて話されてい
て、私もこうやって夢中になれ
ることを見つけて職業に繋げ
られたらと思いました。

・いろんな地域から来てる人が集
まってるから話すのが楽しかっ
た。進路に迷っていたけど、明確
にできた。自分の見てる世界は狭
かったと思った。

・やりたいことは一本道で
はなくて、いろいろないき
かたがあるのだと思った

・具体的な進路が決まっ
た！ずっとここにいたい  
こんなに楽しいと感じた
のは初めて！！
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